
市
民
体
育
館
で
は
、
６
年
７
月
か
ら
８
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
改
修
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。６
年
７
月
か
ら
同
年
11
月
ま
で
は
主
体
育
室（
観

客
席
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
含
む
）
の
利
用
を
休
止
し
、
同
年
12
月
か
ら

８
年
３
月
ま
で
は
全
館
が
利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
４
８
１
）０
３
０
５
）

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
３
月
31
日
以
前
に
死
亡
し
た
人
の
相

続
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
の
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
正
当
な
理
由
な
く
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
の
コ
ー
ド
か
ら
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、千
葉
地
方
法
務
局
船
橋
支
局
（
４

３
１
）３
６
８
１
へ
。

（
資
産
税
課
）

「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
八

千
代
市
地
域
公
共
交
通
計
画（
素
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
意
見
を

提
出
で
き
る
人
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所

が
あ
る
人
、
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
、
当
該
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人
で
す
。
意
見
に
対
し
て
の
個
別

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間

１
月
９
日
㈫
〜
２
月
８
日
㈭
必
着

▼
公
表
場
所

都

市
計
画
課
、
法
務
課
情
報
公
開
班
、
支
所・連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
の
提
出
方
法
・
送
付
先

募
集
期
間
中
に
公

表
す
る
実
施
要
項
に
記
載

（
都
市
計
画
課
（
４
２
１
）６
７
７
１
）

NO.1341

市
民
体
育
館
の
利
用
休
止
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

パブ
コメ

八
千
代
市
地
域
公
共
交
通
計
画（
素
案
）に

対
す
る
意
見

●八千代の人口 20万5,678人（＋314人）男 10万1,443人（＋164人）女 10万4,235人（＋150人） ●八千代の世帯 9万6,730世帯（＋221世帯）　11月末現在。（ ）内は前月比

2024年 （令和６年）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報

【
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
の
予
約
】
現
在
、
12
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
個
別
接
種
の
予
約
を
受
付
中
。
予
約
期
間
は
、
１
月
21

日
㈰
ま
で
。
空
き
が
あ
れ
ば
予
約
可
能
で
す
。
１
月
22
日
㈪
以

降
の
予
約
は
、
１
月
17
日
㈬
か
ら
受
付
開
始
予
定
。
集
団
接
種

は
、
昨
年
12
月
に
終
了
し
ま
し
た
。
小
児
・
乳
幼
児
接
種
の
最

新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
終
了
】
昨
年
12
月
に
市

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。
１
月
４

日
㈭
か
ら
は
健
康
づ
く
り
課
（
４
８
３
）４
６

４
６
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲ 新型コロナワク
チンについて

1 月1 日号

今号の紙面から

▲米本稲荷神社の柱に彫られた昇り竜。市内では、飯綱神社や萱田水神宮などに竜にまつわる言い伝えがあります

上
り
調
子
の
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

天
に
翔か

け
昇
る
竜
に
あ
や
か
り

今
年
の
干
支
は
辰
で
す
。
干
支
の
中
で
も
唯
一
の
想
像
上
の
生
き
物
で
、
大
陸
か
ら
日

本
に
伝
わ
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
、
権
力
の
象
徴
と
し
て
中
国
の
皇
帝

の
着
る
服
に
描
か
れ
た
り
、
雨
や
水
を
司
る
神
聖
な
存
在
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
昇
り
竜
は
全
て
の
運
気
が
上
昇
す
る
縁
起
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
力
強
く
天
へ
と
翔
け
昇
る
竜
に
あ
や
か
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
上
り
調
子

の
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

◆ １月15日に子ども子育て支援
複合施設がオープンします……………２
◆市長、議長新年のごあいさつ…………３
◆篤行者・市政功労者の皆さん…………４

●インターネットホームページ　https://www.city.yachiyo.lg.jp

発行／八千代市　〒276‒8501千葉県八千代市大和田新田312‒５　 047‒483‒1151代表　 047‒484‒8824代表　発行日／毎月1日・15日　編集／企画部広報広聴課
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みんなが安心・安全に利用できる
ゆとりある施設を目指して
　新施設の建設にあたっては、近隣の住民の
皆さまをはじめ多くの関係者の意見や思いを
設計に取り入れることで、安全で利用者にや
さしく、職員が支援しやすい施設づくりを目
指しました。また、地域との交流を育む事が
できるよう交流広場を整備しました。

気軽に相談ができ
必要な支援に速やかにつなぐこと
　１月15日㈪から児童発達支援センター、こ
とばと発達の相談室、子ども支援センターす

てっぷ21大和田、ファミリー・サポート・セ
ンターが旧千葉県教職員住宅跡地に建設され
た新しい施設に移転し複合施設となります。
　これまでは別々の施設で離れていたために
相談や支援に時間がかかることもありました
が、新しい施設では同一敷地内で運営できる

ことから、我が子の発達に不安や心配を抱え
る保護者様が気軽に相談ができ、必要な支援
に速やかにつなぐことが可能となります。

新施設の愛称は「ハルモニア」
　新施設の愛称を公募により行い、厳正なる
審査の結果「ハルモニア」に決定しました。
応募してくださった皆さま、ありがとうござ
いました。
　「ハルモニア」はギリシャ語で「調和」と
いう意味があり、お互いの心を尊重し調和す
る思いやりのあふれる場所になるようにとい
う応募者の願いが込められています。
　今後は、「子ども子育て支援複合施設ハル
モニア」として、皆さまに末永く愛され親し
まれる施設を目指してまいります。

各事業の相談やお問い合わせ先が
変更になります
　移転に伴い、所在地と各事業の連絡先が変更
になります。
所在地：八千代市大和田新田477番地106
•児童発達支援センター 411-6744
•ことばと発達の相談室 411-6745
•すてっぷ21大和田　　 411-6746
•ファミリー・サポート・センター 411-6748
※児童発達支援センターとことばと発達の相談
室は１月４日㈭、すてっぷ21大和田とファミリ
ー・サポート・センターは、１月15日㈪から

　八千代市児童発達支援センターおよび子ども支援センターすてっぷ21大和田の両
施設は、築50年が経過し老朽化が進むとともに、利用者の増加もありスペースが不
足していたため、旧千葉県教職員住宅跡地に新たな施設を建設しました。この施設
はことばと発達の相談室やファミリー・サポート・センターも入る複合施設として
生まれ変わります。お問い合わせは、児童発達支援センター 411-6744へ

1月15日に子ども子育て支援
　　複合施設がオープンします

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
〜
考
え
よ
う
人
権
、
心
つ
な
ご
う
音
楽
で
〜

１
月
27
日
㈯
に
「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
八
千
代
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
中
学
生
の
人
権
作
文
朗
読
や
小
・

中
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
展
示
を
通
じ
て
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い

る
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
。
当
日
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
30
分
受
付

開
始
）
▼
場
所

八
千
代
市
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル

▼
内
容

八
千

代
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
令
和
５
年
度
人
権
作
文
・
人
権
ポ
ス
タ

ー
原
画
コ
ン
テ
ス
ト
船
橋
・
八
千
代
地
区
大
会
入
賞
作
品
の
朗
読
お
よ
び

ポ
ス
タ
ー
原
画
の
紹
介
・
展
示
（
健
康
福
祉
課
（
４
２
１
）６
７
３
１
）

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

６
年
度
に
市
民
活
動
団
体
が
行
う
公
益
的
な
事
業
に
係
る
経
費
に
対
し

て
市
民
活
動
団
体
公
益
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。補
助
の
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
へ
。
参
加
表
明
は

１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬
必
着
。
※
３
月
の
市
議
会
で
の
予
算
案
の
可
決
を

も
っ
て
実
施
し
ま
す
。（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
（
４
８
５
）１
３
７
５
）

肥
料
等
の
価
格
高
騰
に
対
す
る

農
業
者
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す

肥
料
お
よ
び
資
材
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農
業
者
に
対
し
補
助
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
居
住
し
、
農
業
所
得
に
つ
い
て
所
得
税
の
確
定
申

告
（
青
色
申
告
）
を
行
っ
て
い
る
個
人
ま
た
は
市
内
に
本
店
を
有
し
、
農

業
を
主
た
る
事
業
目
的
と
す
る
法
人
で
、
市
内
で
農
業
を
継
続
す
る
意
思

が
あ
る
も
の

▼
必
要
書
類

申
請
書
、
請
求
書
、
誓
約
書
、
振
込
先
が

確
認
で
き
る
書
類
、
前
年
分
所
得
税
確
定
申
告
書
お
よ
び
青
色
申
告
決
算

書
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

▼
申
請
書
等

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
農
政
課
窓
口
に
設
置

▼
申
請
方
法

郵
送
ま
た
は
農
政
課
窓
口
で
受

付
。
１
月
19
日
㈮
必
着

▼
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
政
課

（
４
２
１
）６
７
６
４
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
農
政
課
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は
基
準
値
以
下

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
い
ず
れ
も
国
の
単
位
体
積
あ
た
り
の
基
準
値
以
下
で
す
。

測
定
日

測
定
結
果

基
準
値

１
号
炉
排
ガ
ス

５
年
８
月
９
日

０
・
４
０
ng

５
ng

２
号
炉
排
ガ
ス

５
年
９
月
６
日

０
・
1
9
ng

５
ng

３
号
炉
排
ガ
ス

５
年
７
月
13
日

０
・
０
０
２
８
ng

０
・
1
ng

３
炉
混
合
成
形
品

５
年
７
月
13
日

０
・
０
８
８
ng

３
ng

※
１
ng
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
は
、
10
億
分
の
１
ｇ

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
）

八千代医療
センター

八千代市児童
発達支援センター

萱田南
小学校

至東葉勝田台

至西船橋

八千代中央駅

■玄関・ホール　玄関は飛び出し防止や防犯
対策として、外部からの視線の遮断に配慮し
たつくりとしました。また、ホールは指導訓
練室エリアと区分する事で外来利用者と通園
児との混在を回避します。
■医務室・静養室　医務室は、職員の目が届
きやすく緊急時にはどのエリアにもアクセス
しやすい施設の中心に配置しました。静養室
は、パニックや発作を起こした児童の様子を
見守ります。
■指導訓練室　クラス活動に使う指導訓練室
は、各部屋の間に児童トイレと教材室を配置
した効率的な構成とし、陽当たりの良い明る
い空間としました。内装は木を基調とし、落
ち着いて過ごせる環境をつくりました。
■肢体・親子クラス　十分な広さの廊下を備
え、車いすもすれ違える廊下を確保しました。
また、肢体・親子クラスの部屋の間に肢体不
自由児対応のトイレを配置しました。
■理学療法室　理学療法士が子どもの行動特
性に合わせて多彩な訓練を安全・安心に行え

る設備と十分な広さを確保しました。
■遊戯室　日々の様々な遊びや活動、入園式・
卒園式など行事を行える広さと天井高を確保
しました。また、専用の倉庫を設置し、利便
性も高めました。
■給食調理室　近隣への臭気の影響や食材搬
入時等の動線と利便性に配慮した配置としま
した。調理室では１日平均約90食分の給食を
提供します。
■作業療法室　食事や着替えなどの日常生活
動作の習得を目指し、専門の作業療法士が訓
練を行います。
■聴力検査室　防音性の高いつくりとし、保
護者も一緒に入室して子どもが安心して検査
を受けられる環境としました。必要に応じて、
言語聴覚士が聴力の検査を行います。
■相談室・個別訓練室・観察室　利用者が安
心して検査や訓練、相談などができる明るい
つくりとしています。各部屋には観察室が備
えられており、子どもが検査や訓練を受けて
いる様子を保護者や関係者が観察できます。

児童発達支援センターの特徴
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１月７日㈰に市民会館で成人式を開催します
　今年市内で成人式を迎える人は2,049人。
式典のほか、20歳の有志を中心とした「成人式
プロジェクト」による記念行事も行われます。

▼日時　１月７日㈰正午から受付開始、午
後０時45分から式典等開始　 ▼場所　市民会
館　 ▼問い合わせ　生涯学習振興課 481-0306
■車で来場する場合　市民会館の駐車場を利
用できます。入庫は新川大橋通りから、出庫
は八千代市市民球場側道路から左折のみ。送
迎のみの場合は乗降場を設けていますので、
係員の案内に従ってください。満車の場合は
臨時駐車場（市役所駐車場）をご利用ください。

■酒類等の持ち込み禁止　会場への酒類や式
の進行を妨げる恐れのある拡声器などの持ち
込みは禁止です。 （生涯学習振興課）

市立小・中・義務教育学校等の体育施設を開放
　責任者が明確であり、会員が10人以上かつ
その過半数が市内在住か在学・在勤で、営利
を目的としないスポーツ団体を対象に市立
小・中・義務教育学校等体育施設を開放しま
す。５年度に年間登録した団体も改めて申請
が必要です。申請には普通救命講習受講者が
２人以上いることなどの条件があります。詳
しくは市ホームページまたは文化・スポーツ
課 481-0305へお問い合わせください。
　▶使用期間　４月１日㈪～７年３月31日㈪ 
※学校行事等で使用できない日があります。 
▶開放場所　①小学校体育館、②小学校運動
場、③中学校および義務教育学校体育館・柔
剣道場、④旧阿蘇・旧米本・旧米本南小学校
体育館、⑤旧米本・旧米本南小学校運動場（運
動場の維持管理ができる団体に限る）　▶申
し込み　１月15日㈪～31日㈬の平日に申請書
類を文化・スポーツ課窓口へ持参。申請書類
は１月11日㈭から同課、公民館窓口（大和田
公民館を除く）に配架するほか、市ホームペ
ージからダウンロードできます。後日調整会
議を開催します。申請した団体は必ず参加し
てください。 （文化・スポーツ課）

不法投棄通報受付専用電話
フリーダイヤル（ファクス兼用）

0120-8
やち

4
よ

4
し

-5
ゴ

3
ミ

0
ゼロ

粗大ごみ受付専用電話
（収集依頼受付・要予約）

483-4506
月～金曜日９時～16時30分
（祝日・年末年始を除く）

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域

指 定 袋 使 用 資源物

1

大和田（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
萱田町（成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線から東側）、
高津（県道幕張八千代線から東側）

休み（第1火）
16日（第3火）

月
・
水
・
金

８
日
は
収
集
あ
り

　
　
　
　
　
　

１
・
３
日
は
休
み

木

４
日
は
休
み

土
2 八千代台北 ９日（第2火）

23日（第4火）

3 八千代台西、八千代台南 休み（第1火）
16日（第3火）

4 八千代台東 ９日（第2火）
23日（第4火）

5 上高野 休み（第1水）
17日（第3水）火

・
木
・
土

２
日
は
休
み

金

月

８
日
は
収
集
あ
り

　
　

１
日
は
休
み　
　

6 村上団地 10日（第2水）
24日（第4水）

7 村上（新川の東側）、下市場、村上南、勝田台北
休み（第1水）
17日（第3水）

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、堀の内
10日（第2水）
24日（第4水）

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域

指 定 袋 使 用 資源物

9
村上（成田街道北側で新川西側）、萱田町・萱田・
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、大和田新田
（300・400・500・700 番台の成田街道北側から
東葉高速線南側）、ゆりのき台1・2丁目

４日（第1木）
18日（第3木）

月
・
水
・
金

８
日
は
収
集
あ
り

　
　
　
　
　
　

１
・
３
日
は
休
み

火

２
日
は
休
み

土10
高津（県道幕張八千代線から西側）、高津東、
大和田新田（100・200 番台の成田街道南側で
県道幕張八千代線から西側）

11日（第2木）
25日（第4木）

11 高津団地、大和田新田（１～99番地の成田街道南側）
４日（第1木）
18日（第3木）

12
大和田新田（900・1000・1100 番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、緑が丘2～4丁目、
緑が丘西（東葉高速線南側）

11日（第2木）
25日（第4木）

13 勝田台 ５日（第1金）
19日（第3金）火

・
木
・
土

２
日
は
休
み

水

３
日
は
休
み

月

８
日
は
収
集
あ
り

　
　

１
日
は
休
み　
　

14
勝田台南、勝田、麦丸、ゆりのき台3～8丁目、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）、
萱田（東葉高速線北側）

12日（第2金）
26日（第4金）

15
萱田町（500番台の東葉高速線北側）、
大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、
緑が丘１・5丁目、緑が丘西（東葉高速線北側）

５日（第1金）
19日（第3金）

16 真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、島田、桑橋、桑納、大学町
12日（第2金）
26日（第4金）

１
月
の
資
源
物
・
ご
み
収
集
日

不燃・
有害ごみ

可燃
ごみ

びん
缶 類
ペットボトル

紙
布 類
紙パック

不燃・
有害ごみ

可燃
ごみ

びん
缶 類
ペットボトル

紙
布 類
紙パック

年始におけるごみ及び資源物の収集開始日のお知らせ

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
２
１
）６
７
６
８

ま
た
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
6（
４
８
６
）１
０
１
１
へ

　年始における可燃ごみおよび不燃・有害ごみの収集は４日㈭、資源物の収集は５日㈮の各地区の該
当日からです。粗大ごみの収集申し込みと清掃センターへのごみや資源物の持ち込みは４日㈭からで
す。年始はごみや資源物の量が多く、各集積場所の収集が遅れてしまうことが予想されます。本年も
引き続き、ごみの減量と適正排出にご理解・ご協力をお願いします。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
市
政
運
営
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置

づ
け
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
制

限
が
解
除
さ
れ
、
皆
さ
ま
の
生
活
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の

日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
節
目
の
年
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
市
で
も
、
八
千
代
ふ
る
さ
と

親
子
祭
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
タ
イ
王

国
バ
ン
コ
ク
都
の
子
ど
も
親
善
大
使
と
米
国
タ
イ
ラ

ー
市
の
親
善
訪
問
団
の
本
市
へ
の
訪
問
な
ど
、
国
際

交
流
も
再
開
さ
れ
、
人
と
人
の
交
流
の
素
晴
ら
し
さ

を
改
め
て
実
感
し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
は
、
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
第
一

に
据
え
て
引
き
続
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
ず
、
昨
年
10
月
に
竣
工
し
た
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
・
す
て
っ
ぷ
21
大
和
田
複
合
施
設
に

つ
い
て
は
今
月
15
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
複
合
化

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

開
設
し
、
連
携
す
る
幼
稚
園
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
小
規
模
保
育
事
業
所
卒
園
後
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
緑
が
丘
西

地
区
に
お
け
る
児
童
数
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、

み
ど
り
が
丘
小
学
校
分
離
新
設
校
の
建
設
に
も
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、（
仮
称
）八
千
代
市
地

域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
市
民
体
育
館
改

修
工
事
な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
夏
に
は
パ
リ
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、本
市

出
身
の
柔
道
女
子
48
㎏
級
の
⻆
田
夏
実
選
手
と
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
男
子
の
安
楽
宙
斗
選
手
が
出
場

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
２
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
に

熱
い
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

健
や
か
で
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

い
き
い
き
と
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
へ

八
千
代
市
長

服
部

友
則

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
本
市
で
は
、「
八
千
代
ふ
る

さ
と
親
子
祭
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
人
々
の
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
一
方

で
、
い
ま
だ
収
束
が
見
え
な
い
、
急

激
な
円
安
や
物
価
上
昇
は
、今
な
お
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定

住
施
策
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
自
治
体
間
の
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

京
成
沿
線
の
活
性
化
や
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化
、
防
災
道
の

駅
の
整
備
と
併
せ
た
、「
道
の
駅
や

ち
よ
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
自

治
体
の
魅
力
に
関
わ
る
課
題
が
数
多

く
ご
ざ
い
ま
す
。

20
万
人
都
市
と
な
っ
た
本
市
に

も
、
人
口
減
少
が
目
前
に
迫
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
本

市
が「
住
み
た
い
」「
行
っ
て
み
た
い
」

と
言
わ
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に

は
、
市
民
と
行
政
が
、
共
に
手
を
携

え
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
民
間
の
力

も
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち

の
魅
力
や
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
し
っ
か
り
と
市
政
に
反

映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、希
望

あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

八
千
代
市
の
実
現
を
目
指
し
て

八
千
代
市
議
会
議
長

林

隆
文
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【
産
業
振
興
功
労
】

髙
たかはし

俊
とし

雄
お

（木更津市）

　市では、毎年11月23日の勤労感謝の日に市政の発展に功労があっ

た人を八千代市表彰規則に基づいて表彰しています。

　今年度は、33人がそれぞれ篤行者・市政功労者として表彰されま

した。 （敬称略）

市政の発展にご尽力いただいた皆さん

市教育委員会が教育功労者として19人を
表彰しました

稲
いな

田
だ

　　晃
あきら

（八千代市文化財審議委員）

佐
さ

伯
えき

崇
たか

夫
お

（八千代市陸上競技協会顧問）

金
かね

子
こ

正
まさ

枝
え

（八千代市スポーツ推進委員協議会理事）

木
き

梨
なし

朋
とも

幸
ゆき

（八千代市立勝田台小学校長）

須
す

藤
どう

隆
たか

之
ゆき

（八千代市立西高津小学校長）

田
た

中
なか

佳
よし

子
こ

（八千代市立大和田南小学校長）

【個人表彰】

池
いけ

田
だ

章
しょう

子
こ

（八千代市芸術文化協会理事）

土
つち

屋
や

雅
まさ

子
こ

（八千代市立南高津小学校長）

長
なが

島
しま

秀
しゅう

一
いち

（八千代市立新木戸小学校長）

髙
たか

木
ぎ

雅
まさ

晴
はる

（八千代市立萱田小学校長）

内
うち

野
の

武
たけ

弘
ひろ

（八千代市立大和田小学校教頭）

長
なが

坂
さか

克
かつ

夫
お

（八千代市立八千代台西小学校教頭）

中
なか

山
やま

優
ゆ

美
み

（八千代市立八千代台東小学校養護教諭）

　教育委員会では、教育委員会表彰規程に基づき、11月１日に教育や

スポーツなどの振興に尽くした個人や団体を表彰しました。表彰され

た皆さんを紹介します。 （敬称略）

田
た

邊
なべ

智
とも

子
こ

（八千代市立西高津小学校教諭）

秋
あき

葉
ば

久
く

美
み

子
こ

（八千代市立萱田南小学校教諭）

村
むら

山
やま

結
ゆ

実
み

（八千代市立みどりが丘小学校教諭）

佐
さ

藤
とう

和
かず

幸
ゆき

（八千代市立大和田中学校教諭）

渡
わた

邉
なべ

和
わ

佳
か

子
こ

（八千代市立高津中学校教諭）

瀧
たき

澤
ざわ

　　泉
いずみ

（八千代市立阿蘇米本学園教諭）

【
消
防
防
犯
功
労
】

林
はやし

光
みつ

伸
のぶ

（下市場）

【
消
防
防
犯
功
労
】

櫻
さくらい　

井 清
きよ

久
ひさ

（麦丸）

【
民
生
功
労
】

保
ほ

坂
さか

恭
きょう

子
こ

（八千代台西）

【
民
生
功
労
】

齋
さい

藤
とう

　リツ
（島田台）

【
民
生
功
労
】

菅
かん

野
の

定
さだ

夫
お

（八千代台北）

【
民
生
功
労
】

佐
さ

々
さ

木
き

英
えい

子
こ

（八千代台西）

【
教
育
文
化
功
労
】

今
いま

澤
さわ

直
なお

子
こ

（上高野）

【
教
育
文
化
功
労
】

柴
しば

田
た

　ひさ
（ゆりのき台）

【
教
育
文
化
功
労
】

井
いの

上
うえ

昇
のぼる

（勝田台）

本人の意向

により写真

掲載なし

【
教
育
文
化
功
労
】

髙
たか

野
の

寛
かん

一
いち

（萱田町）

【
社
会
事
業
功
労
】

笠
かさ

川
がわ

久
ひさ

男
お

（萱田）

立
たて

石
いし

勝
かつ

則
のり

（桑橋）

江
え

野
の

澤
さわ

隆
たか

之
ゆき

（高津）

小
お

名
な

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

（神野）

齋
さい

藤
とう

孝
こう

一
いち

（麦丸）

將
しょう

司
じ

実
みのる

（大和田新田）

日
にっとう

塔 和
かず

彦
ひこ

（船橋市）

市政功労者表彰

農業委員会委員
や審議会等委員
として市政に功
労があった人が
対象

【
衛
生
功
労
】

庄
しょう

司
じ

晃
あきら

（勝田台）

【
衛
生
功
労
】

櫻
さくら

川
がわ

浩
ひろし

（佐倉市）

【
衛
生
功
労
】

才
さい

川
かわ

浩
ひろ

樹
き

（習志野市）

【
社
会
事
業
功
労
】

山
やま

田
だ

養
よう

平
へい

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

星
ほし

久
く

美
み

子
こ

（八千代台北）

【
衛
生
功
労
】

堀
ほり

内
うち

一
はじめ

（船橋市）

【
公
共
福
祉
功
労
】

澤
さわ

田
だ

新
しん

一
いち

（大和田新田）

【
地
方
自
治
功
労
】

別
べっ

所
しょ

道
みち

衛
えい

（勝田台南）

【
地
方
自
治
功
労
】

中
なか

䑓
だい

光
こう

一
いち

（萱田町）

篤行者表彰

地方自治の発展
や産業の振興な
どに尽力し、功
労が顕著な人が
対象

【
産
業
振
興
功
労
】

土
つち

屋
や

信
のぶ

之
ゆき

（神野）

【
教
育
文
化
功
労
】

吉
よし

井
い

惇
あつ

子
こ

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

大
おお

井
い

幸
ゆき

登
と

（大学町）

【
社
会
事
業
功
労
】

高
たか

橋
はし

信
しん

次
じ

（大和田）

【
社
会
事
業
功
労
】

小
こ

林
ばやし

恵
けい

子
こ

（大和田新田）

【
民
生
功
労
】

豊
とよ

田
だ

義
よし

子
こ

（米本）

本人の意向

により写真

掲載なし
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【
産
業
振
興
功
労
】

髙
たかはし

俊
とし

雄
お

（木更津市）

　市では、毎年11月23日の勤労感謝の日に市政の発展に功労があっ

た人を八千代市表彰規則に基づいて表彰しています。

　今年度は、33人がそれぞれ篤行者・市政功労者として表彰されま

した。 （敬称略）

市政の発展にご尽力いただいた皆さん

市教育委員会が教育功労者として19人を
表彰しました

稲
いな

田
だ

　　晃
あきら

（八千代市文化財審議委員）

佐
さ

伯
えき

崇
たか

夫
お

（八千代市陸上競技協会顧問）

金
かね

子
こ

正
まさ

枝
え

（八千代市スポーツ推進委員協議会理事）

木
き

梨
なし

朋
とも

幸
ゆき

（八千代市立勝田台小学校長）

須
す

藤
どう

隆
たか

之
ゆき

（八千代市立西高津小学校長）

田
た

中
なか

佳
よし

子
こ

（八千代市立大和田南小学校長）

【個人表彰】

池
いけ

田
だ

章
しょう

子
こ

（八千代市芸術文化協会理事）

土
つち

屋
や

雅
まさ

子
こ

（八千代市立南高津小学校長）

長
なが

島
しま

秀
しゅう

一
いち

（八千代市立新木戸小学校長）

髙
たか

木
ぎ

雅
まさ

晴
はる

（八千代市立萱田小学校長）

内
うち

野
の

武
たけ

弘
ひろ

（八千代市立大和田小学校教頭）

長
なが

坂
さか

克
かつ

夫
お

（八千代市立八千代台西小学校教頭）

中
なか

山
やま

優
ゆ

美
み

（八千代市立八千代台東小学校養護教諭）

　教育委員会では、教育委員会表彰規程に基づき、11月１日に教育や

スポーツなどの振興に尽くした個人や団体を表彰しました。表彰され

た皆さんを紹介します。 （敬称略）

田
た

邊
なべ

智
とも

子
こ

（八千代市立西高津小学校教諭）

秋
あき

葉
ば

久
く

美
み

子
こ

（八千代市立萱田南小学校教諭）

村
むら

山
やま

結
ゆ

実
み

（八千代市立みどりが丘小学校教諭）

佐
さ

藤
とう

和
かず

幸
ゆき

（八千代市立大和田中学校教諭）

渡
わた

邉
なべ

和
わ

佳
か

子
こ

（八千代市立高津中学校教諭）

瀧
たき

澤
ざわ

　　泉
いずみ

（八千代市立阿蘇米本学園教諭）

【
消
防
防
犯
功
労
】

林
はやし

光
みつ

伸
のぶ

（下市場）

【
消
防
防
犯
功
労
】

櫻
さくらい　

井 清
きよ

久
ひさ

（麦丸）

【
民
生
功
労
】

保
ほ

坂
さか

恭
きょう

子
こ

（八千代台西）

【
民
生
功
労
】

齋
さい

藤
とう

　リツ
（島田台）

【
民
生
功
労
】

菅
かん

野
の

定
さだ

夫
お

（八千代台北）

【
民
生
功
労
】

佐
さ

々
さ

木
き

英
えい

子
こ

（八千代台西）

【
教
育
文
化
功
労
】

今
いま

澤
さわ

直
なお

子
こ

（上高野）

【
教
育
文
化
功
労
】

柴
しば

田
た

　ひさ
（ゆりのき台）

【
教
育
文
化
功
労
】

井
いの

上
うえ

昇
のぼる

（勝田台）

本人の意向

により写真

掲載なし

【
教
育
文
化
功
労
】

髙
たか

野
の

寛
かん

一
いち

（萱田町）

【
社
会
事
業
功
労
】

笠
かさ

川
がわ

久
ひさ

男
お

（萱田）

立
たて

石
いし

勝
かつ

則
のり

（桑橋）

江
え

野
の

澤
さわ

隆
たか

之
ゆき

（高津）

小
お

名
な

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

（神野）

齋
さい

藤
とう

孝
こう

一
いち

（麦丸）

將
しょう

司
じ

実
みのる

（大和田新田）

日
にっとう

塔 和
かず

彦
ひこ

（船橋市）

市政功労者表彰

農業委員会委員
や審議会等委員
として市政に功
労があった人が
対象

【
衛
生
功
労
】

庄
しょう

司
じ

晃
あきら

（勝田台）

【
衛
生
功
労
】

櫻
さくら

川
がわ

浩
ひろし

（佐倉市）

【
衛
生
功
労
】

才
さい

川
かわ

浩
ひろ

樹
き

（習志野市）

【
社
会
事
業
功
労
】

山
やま

田
だ

養
よう

平
へい

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

星
ほし

久
く

美
み

子
こ

（八千代台北）

【
衛
生
功
労
】

堀
ほり

内
うち

一
はじめ

（船橋市）

【
公
共
福
祉
功
労
】

澤
さわ

田
だ

新
しん

一
いち

（大和田新田）

【
地
方
自
治
功
労
】

別
べっ

所
しょ

道
みち

衛
えい

（勝田台南）

【
地
方
自
治
功
労
】

中
なか

䑓
だい

光
こう

一
いち

（萱田町）

篤行者表彰

地方自治の発展
や産業の振興な
どに尽力し、功
労が顕著な人が
対象

【
産
業
振
興
功
労
】

土
つち

屋
や

信
のぶ

之
ゆき

（神野）

【
教
育
文
化
功
労
】

吉
よし

井
い

惇
あつ

子
こ

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

大
おお

井
い

幸
ゆき

登
と

（大学町）

【
社
会
事
業
功
労
】

高
たか

橋
はし

信
しん

次
じ

（大和田）

【
社
会
事
業
功
労
】

小
こ

林
ばやし

恵
けい

子
こ

（大和田新田）

【
民
生
功
労
】

豊
とよ

田
だ

義
よし

子
こ

（米本）

本人の意向

により写真

掲載なし
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円

(92.6％増)
30億858万円

(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円

(2.7％増)
34億5,624万円

(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円
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６年度からの主な税制改正

　６年度から適用される主な税制改正は以下

のとおりです。

震災復興のための臨時措置が終了

新たに森林環境税が創設

　平成26年度より、東日本大震災からの復興

を図ることを目的とした臨時の措置として、

市民税・県民税の均等割を引き上げていまし

たが、５年度で終了します。

　森林整備などに必要な地方財源を安定的に

確保する観点から、森林環境税（国税）が創

設されたため、６年度より市民税・県民税均

等割と併せて賦課徴収します。なお、森林環

境税の収入額に相当する額は、都道府県・市

区町村に森林環境譲与税として譲与され、森

林整備およびその促進に関する事業を実施す

るための財源として活用されます。

アがイラストになって表現されます。

　名産品の「梨」にはじまり、「八千代台」「勝

田台」などの町の名前や、「辺田前（へたま

え）」のように古くからある土地の名前、「村

上沖塚遺跡」など八千代の歴史をテーマにし

たものまで、さまざまなテーマの作品が一堂

に会します。個性が光る作品ぞろいのご当地

イラスト展で、八千代市の魅力を再発見して

みてください。

　▶期間　２月２日㈮～２月14日㈬　▶場所 

オーエンス八千代市民ギャラリー第１・２展

示室（観覧無料）　▶時間　午前９時～午後

５時（月曜休館。祝日の日は翌平日）

作品募集は１月20日㈯まで

　八千代市の地名や特徴をキャラクターにし

たオリジナルイラストを募集します。

　市のキャラクター「やっち」、バラや梨な

八千代の魅力を再発見するイラスト展

　八千代の街の魅力をイラストにした作品展

覧会。さまざまな八千代市への想い・アイデ
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上場株式等の配当所得などの

課税方式が変更となります

　市民税・県民税における、特定配当等およ

び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税

方式（総合課税・申告分離課税・申告不要）

は、６年度より所得税と一致させることにな

りました。これにより、確定申告した上場株

式等の配当所得などは課税方式を別に選択す

ることはできず、そのまま市民税・県民税に

反映することになります。市民税・県民税申

告書（上場株式等の所得に関する課税方式選

択申出書）による手続きは、６年度よりでき

なくなります。

国外に居住する親族に係る扶養控除

適用の要件が変更となります

　６年度より、非居住者である親族（30歳以

上70歳未満）について、次のいずれにも該当

しない場合、扶養控除の対象から除外するこ

とになりました。（非居住者とは「国内に住所

を有していない」かつ「現在まで引き続いて

１年以上居所を有していない」個人のこと。）

　①留学により非居住者となった者、②障害

どの名産品や地名の「村上」などをキャラク

ターにして、イラスト作品にしてください。

　応募作品の中から優秀賞、奨励賞などを選

出します。優秀賞に選ばれた作品は、次回「第

９回ご当地イラスト展」チラシ表面のメイン

イラストに使用されます。なお、賞に選ばれ

なかった作品も全て展覧会で展示されるの

で、ぜひご応募ください。

　▶対象　千葉県在住の小学生以上の人　

▶規格　Ａ４（210mm×297mm）以上、Ａ２

（420mm×594mm）以内の平面作品　▶募集

期間　１月20日㈯必着。毎週月曜日（休館日）

は受け取り不可。募集要項な

ど詳しくは、市民ギャラリー

などで配布している応募用紙

付きのチラシ、または市民ギ

ャラリーホームページをご覧

ください。

者、③その居住者からその年における生活費

または教育費に充てるための支払いを38万円

以上受けている者

　従来の「親族関係書類」および「送金関係

書類」に加えて、①に該当することを確認す

るための「留学ビザ等書類」や、③に該当す

ることを確認するための「38万円送金書類」

が必要となりました。（②は障害者控除の対

象者が該当するため、従来と変わらず障害者

手帳などで確認します。）

●留学ビザ等書類　ビザや在留カードなどの

写し。非居住者である親族が、外国における

留学の在留資格に相当する資格をもってその

外国に在留することにより、国内に住所およ

び居所を有しなくなった旨を証するもの。

●38万円送金書類　金融機関やクレジット

カード会社が発行した書類。その年において

非居住者である親族それぞれの生活費または

教育費に充てるために支払ったもののうち、

支払いの合計金額が38万円以上であることを

明らかにする書類。

　いずれの書類も日本語の翻訳文が必要で

す。また、確定申告や年末調整においてこれ

らの書類を添付等している場合は、市民税・

県民税の申告時に添付または提示する必要は

ありません。ただし、勤務先から市へ給与支

払報告書の提出がない場合は源泉徴収票が必

要です。

お問い合わせは
オーエンス八千代市民ギャラリー

406-4116へ

お問い合わせは
市民税課 421-6691へ
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第８回ご当地イラスト展 作品募集

▲ 市民ギャラリー
ホームページ

平成25年度

まで

平成26年度

～５年度
６年度から

市民税均等割（市税） 3,000円 3,500円 3,000円

県民税均等割（県税） 1,000円 1,500円 1,000円

森林環境税（国税） ― ― 1,000円

合　計 4,000円 5,000円 5,000円
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６年度からの主な税制改正

　６年度から適用される主な税制改正は以下

のとおりです。

震災復興のための臨時措置が終了

新たに森林環境税が創設

　平成26年度より、東日本大震災からの復興

を図ることを目的とした臨時の措置として、

市民税・県民税の均等割を引き上げていまし

たが、５年度で終了します。

　森林整備などに必要な地方財源を安定的に

確保する観点から、森林環境税（国税）が創

設されたため、６年度より市民税・県民税均

等割と併せて賦課徴収します。なお、森林環

境税の収入額に相当する額は、都道府県・市

区町村に森林環境譲与税として譲与され、森

林整備およびその促進に関する事業を実施す

るための財源として活用されます。

アがイラストになって表現されます。

　名産品の「梨」にはじまり、「八千代台」「勝

田台」などの町の名前や、「辺田前（へたま

え）」のように古くからある土地の名前、「村

上沖塚遺跡」など八千代の歴史をテーマにし

たものまで、さまざまなテーマの作品が一堂

に会します。個性が光る作品ぞろいのご当地

イラスト展で、八千代市の魅力を再発見して

みてください。

　▶期間　２月２日㈮～２月14日㈬　▶場所 

オーエンス八千代市民ギャラリー第１・２展

示室（観覧無料）　▶時間　午前９時～午後

５時（月曜休館。祝日の日は翌平日）

作品募集は１月20日㈯まで

　八千代市の地名や特徴をキャラクターにし

たオリジナルイラストを募集します。

　市のキャラクター「やっち」、バラや梨な

八千代の魅力を再発見するイラスト展

　八千代の街の魅力をイラストにした作品展

覧会。さまざまな八千代市への想い・アイデ
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上場株式等の配当所得などの

課税方式が変更となります

　市民税・県民税における、特定配当等およ

び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税

方式（総合課税・申告分離課税・申告不要）

は、６年度より所得税と一致させることにな

りました。これにより、確定申告した上場株

式等の配当所得などは課税方式を別に選択す

ることはできず、そのまま市民税・県民税に

反映することになります。市民税・県民税申

告書（上場株式等の所得に関する課税方式選

択申出書）による手続きは、６年度よりでき

なくなります。

国外に居住する親族に係る扶養控除

適用の要件が変更となります

　６年度より、非居住者である親族（30歳以

上70歳未満）について、次のいずれにも該当

しない場合、扶養控除の対象から除外するこ

とになりました。（非居住者とは「国内に住所

を有していない」かつ「現在まで引き続いて

１年以上居所を有していない」個人のこと。）

　①留学により非居住者となった者、②障害

どの名産品や地名の「村上」などをキャラク

ターにして、イラスト作品にしてください。

　応募作品の中から優秀賞、奨励賞などを選

出します。優秀賞に選ばれた作品は、次回「第

９回ご当地イラスト展」チラシ表面のメイン

イラストに使用されます。なお、賞に選ばれ

なかった作品も全て展覧会で展示されるの

で、ぜひご応募ください。

　▶対象　千葉県在住の小学生以上の人　

▶規格　Ａ４（210mm×297mm）以上、Ａ２

（420mm×594mm）以内の平面作品　▶募集

期間　１月20日㈯必着。毎週月曜日（休館日）

は受け取り不可。募集要項な

ど詳しくは、市民ギャラリー

などで配布している応募用紙

付きのチラシ、または市民ギ

ャラリーホームページをご覧

ください。

者、③その居住者からその年における生活費

または教育費に充てるための支払いを38万円

以上受けている者

　従来の「親族関係書類」および「送金関係

書類」に加えて、①に該当することを確認す

るための「留学ビザ等書類」や、③に該当す

ることを確認するための「38万円送金書類」

が必要となりました。（②は障害者控除の対

象者が該当するため、従来と変わらず障害者

手帳などで確認します。）

●留学ビザ等書類　ビザや在留カードなどの

写し。非居住者である親族が、外国における

留学の在留資格に相当する資格をもってその

外国に在留することにより、国内に住所およ

び居所を有しなくなった旨を証するもの。

●38万円送金書類　金融機関やクレジット

カード会社が発行した書類。その年において

非居住者である親族それぞれの生活費または

教育費に充てるために支払ったもののうち、

支払いの合計金額が38万円以上であることを

明らかにする書類。

　いずれの書類も日本語の翻訳文が必要で

す。また、確定申告や年末調整においてこれ

らの書類を添付等している場合は、市民税・

県民税の申告時に添付または提示する必要は

ありません。ただし、勤務先から市へ給与支

払報告書の提出がない場合は源泉徴収票が必

要です。

お問い合わせは
オーエンス八千代市民ギャラリー

406-4116へ

お問い合わせは
市民税課 421-6691へ
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第８回ご当地イラスト展 作品募集

▲ 市民ギャラリー
ホームページ

平成25年度

まで

平成26年度

～５年度
６年度から

市民税均等割（市税） 3,000円 3,500円 3,000円

県民税均等割（県税） 1,000円 1,500円 1,000円

森林環境税（国税） ― ― 1,000円

合　計 4,000円 5,000円 5,000円
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円

(92.6％増)
30億858万円

(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円

(2.7％増)
34億5,624万円

(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円
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ご相談を。所得に応じた自己負担が
あります。詳しくは母子保健課へ。

赤ちゃんが生まれたら
「出生連絡票」の提出を忘れずに
　出生後の赤ちゃんの様子やお母さ
んの体調について伺い、状況に応じ
て、電話や訪問による育児相談や赤
ちゃんの成長の確認、母子保健サー
ビスの紹介などを行っています。母
子健康手帳交付時に渡している「出
生連絡票」を子ども福祉課、支所・連
絡所、母子保健課（保健センター内）へ
生後１か月以内に持参または郵送し
てください。出生連絡票のかわりに
市のＨ

ホームページ

Ｐから電子申請もできます。

お試し体操広場

　「やちよこれだけ体操」や「やちよ
元気体操」で一緒に体を動かしませ
んか。申し込み不要。当日現地集合

▼日時　１月16日㈫、23日㈫午前
９時～９時30分。小雨中止　 ▼場所 
八千代総合運動公園噴水広場

がん検診・特定健康診査（健
康診査）は今月中に受診を
　がん検診・特定健康診査（健康診
査）の受診券の有効期限は６年１月
末までです。受診券をお持ちで検
（健）診を受けていない人は１月中
に受診を。受診券を紛失した場合は
再発行できますので、右
のコードから電子申請か、
電話で健康づくり課へ。

習志野保健所から
■思春期相談（予約制）
　お子さんの発達面や、思春期に関
する悩みなどについて、臨床心理士
が相談をお受けします。
　▶日時／場所　２月20日㈫午前９
時30分から／鎌ケ谷市総合福祉保健
センター　▶問い合わせ　地域保健
課 475-5153
■精神保健福祉相談（予約制）
　精神疾患や心の健康について、精
神科医が相談をお受けします。
　▶日時／場所　２月６日㈫午後２
時から／八千代市障害者福祉センタ
ー、２月13日㈫午後２時から／習志
野健康福祉センター　▶問い合わせ 

産前産後期間の
国民健康保険料を減額します
　▶対象　妊娠85日以降に出産した
同保険被保険者（死産・流産・人口
妊娠中絶を含む）　▶減額期間　出
産予定日または出産日の属する月の
前月から４か月間（多胎妊娠の場合
は出産予定日または出産日の属する
月の３か月前から６か月間）※６年
１月１日以降の該当する月に限りま
す。減額の申請については国保年金
課 421-6743へ （国保年金課）

老齢年金受給者全員に
源泉徴収票が送付されます
　日本年金機構では、５年中に老齢
年金を受け取ったすべての人へ、１
月中旬から下旬にかけて、源泉徴収
票を送付します。源泉徴収票は、年
金以外に収入がある場合や、源泉徴
収された税の還付を受けるときな
ど、確定申告をするときに必要とな
ります。厚生年金・国民年金の老齢
年金などは、税法上、雑所得として

募期限　１月18日㈭午後５時必着
 （消費生活センター 483-1151）

パパとママの
子育て教室（予約制）

　赤ちゃん人形を使ったお風呂の入
れ方・オムツの替え方の実習を行い
ます。市内在住のはじめて赤ちゃん
を迎えるご夫婦対象。なるべく妊娠
７か月前後を目安に受講を。２人目
以降の場合は要相談。各回12組。受
講前に左下のコードで事前学習を。
　▶日時　２月７日㈬①午前９時30
分から、②午前11時から、③午後１時
30分から、④午後３時からの４部制（１
時間程度）。15分前から受け付け　▶
場所　保健センター　▶申し込み　
やちよ子育てナビから予約を

◀
事
前
学
習

◀
や
ち
よ

子
育
て

ナ
ビ

２歳６か月児歯科健診（予約制）
　３年８月生まれ対象。

▼日時　２月19日㈪。受付は①午
後１時15分～１時30分、②午後１時
40分～１時55分、③午後２時５分～
2時20分のいずれか　 ▼場所　保健
センター　 ▼申し込み　やちよ子育
てナビから予約を

産後ケア事業で出産後をサポート
　産後ケア事業実施施設に宿泊する
「宿泊型」と、通所する「デイケア型」、
助産師に訪問してもらう「訪問型」
により、お母さんと赤ちゃんのケア
や育児相談などを行います。
　出産後２か月未満で家族などから
十分な家事や育児などの援助が受け
られず、心身の不調や育児などに不
安があり、支援を必要とする母子が
対象です。２か月以降の利用希望は

所得税の課税対象になります。
　老齢年金の額が108万円以上（65
歳以上の人は158万円以上）の人に
対しては、所得税の源泉徴収をする
ことになっています。源泉徴収票を
なくした場合は、再交付ができます。
問い合わせは船橋年金事務所 424-
8811または、ねんきんダイヤル
0570-05-1165へ。障害年金や遺族年
金は非課税のため、源泉徴収票は送
りません。 （国保年金課 421-6744）

子ども・子育て支援に関する
アンケートにご協力を
　市では、子ども・子育て支援法に
基づく「第３期子ども・子育て支援
事業計画」の策定にあたり、０歳～
小学４年生の子どもの保護者4,000
人を対象にアンケートを行います。
この調査では、子育て家庭の教育や
保育、子育て支援に関する現在の利
用状況や今後の利用希望を把握する
ために行うもので、調査結果は計画
策定に向けた重要な基礎資料となり
ます。期間は１月31日㈬まで。対象
となる家庭には調査依頼文書（案内
文書）を送付しますので、回答にご
協力をお願いします。
 （子育て支援課 421-6751）

６年度消費生活相談員
　▶募集人数　４人　▶資格　消費
生活相談員資格試験合格者か、みな
し合格者　▶任用期間　４月１日か
ら７年３月31日まで　▶勤務　月13
日で指定する日の午前９時～午後４
時45分　▶社会保険　健康保険等に
加入　▶業務内容　消費生活に関す
る相談及び苦情の処理並びに消費者
啓発業務　▶応募方法　履歴書（Ｊ
ＩＳ規格様式）、資格認定書の写し
を〒276-8501市役所多目的棟消費生
活センターへ郵送または持参　▶応
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コミュニティ推進課 （421）6718
予約制以外の各種相談は当日受け付け。
８時30分から電話で申し込み（先着順）
税務相談は１月４日午前８時30分から電
話で申し込み（先着順）
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１月の相談案内 ※祝日はお休みです。

１
月
の
休
日
開
庁

●戸籍住民課（１階）、
●八千代台支所、
　パスポートセンター
14日㈰午前8時30分～正午
※取り扱いできない業務もあります

●納税相談（３階）
●国民健康保険料（１階）
28日㈰午前９時～正午

夜間・休日
急 病 診 療

◆急病のときは、まず、
当番医で受診を

テレホン案内
内科系（小児科）
482－6870

外科系・その他の科目
482－6871

歯科 482－6872
※ 小児科・その他の科目・歯科
は、日曜・祝日・年末年始の
8:30～17:00のみ

月～金曜日
19:00～翌８:30
土曜日
17:00～翌８:30
日曜日・祝日
年末年始
8:30～翌８:30
つながらないときは、市役所 483ー1151
か消防本部 459ー2441へ。当番医は、市
ホームページでも見られます。

やちよ夜間小児急病センター
東京女子医科大学八千代医療センター内

毎日18～23時 458－6090
※23時以降は 450－6000へ
具合が悪くなり、当番医での受診が必要か判断に迷
う時などに看護師や医師が電話で相談に応じます。

【小児】こども急病電話相談
毎日19時～翌朝8時局番なしの ＃8000
※ダイヤル回線、IＰ電話、光電話からは
043-242-9939

【小児以外】救急安心電話相談
平日・土曜18時～翌朝８時、日曜・祝日・年末年始・GW
9時～翌朝８時局番なしの ＃7119
※ダイヤル回線、IＰ電話からは
03-6810-1636

１
月
の
献
血

●１月７日㈰午前10時～ 11時
30分、午後１時～４時30分、フ
ルルガーデン八千代（八千代
市赤十字奉仕団）
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時30分～午後４時の間の指定した30
分間　費１人500円　申１月19日㈮
消印有効で、往復はがきに希望者氏
名・年齢・代表者の電話番号・参加希
望の時間帯（午前・午後・どちらでも
可）・返信先を記入し、〒276-0028村上
1170-2郷土博物館へ郵送
文化伝承館 484-9011（郷土博物館）
◆茶道教室・全６回　茶道（裏千家）
を習います。成人対象 ｡先着10人　
時２月３日・10日・17日、３月９日・16
日・23日いずれも土曜日午後１時30
分～３時30分　費3,000円　申１月５
日㈮午前９時から電話か直接同館へ

八千代総合運動公園管理
事務所 406-3010　◆は
じめての青空エクササイ

ズ　普段あまり体を動かさない人で
も無理のないエクササイズを行いま
す。中学生以上対象。先着30人　時１
月13日㈯午前10時～11時。雨天延期
20日㈯　所総合運動公園内芝生広場 
費500円（保険料含む）　申１月５日
㈮から電話か直接同事務所へ
農業交流センター 406-4778　◆
バレンタイン講座　市内銘店パティ
シエによるチョコレート菓子の講
座。抽選16人　時１月24日㈬午前10
時30分～午後１時　費2,500円　申１
月５日㈮午前９時から７日㈰正午ま
でにＷＥＢ申し込み
消防本部警防課 459-7804　いずれ
も申し込みは電話か直接同課へ ◆
普通救命講習Ⅰ　時①１月21日㈰午
前９時～正午　申①１月11日㈭まで
◆普通救命講習Ⅲ（小児・乳児）　時
１月28日㈰午前９時～正午　申１月
18日㈭まで

地域保健課精神担当 475-5152

勝田台公民館 485-5202
◆藩社会における執務規
則　関宿藩の生活や仕事

を事例にして、江戸時代の藩士たち
がどのような規則のもと生活してい
たのかを学びます。市内在住か在勤・
在学の成人対象。抽選20人　時１月
31日㈬午後１時30分～３時　申１月
５日㈮午前９時から14日㈰午後５時
までに右下のコードから電子申請か
電話または直接同館へ。
１月17日㈬までに抽選結
果を通知します
八千代台東南公民館 485-4811　
◆初めてのスマホ教室入門編　市内
在住か在勤・在学の65歳以上の人対
象。定員15人。応募多数の場合は抽
選　時２月６日㈫午後１時30分～３
時30分　申１月１日㈷午前９時から
15日㈪午後９時までに右下のコード
から電子申請または１月５日㈮～15
日㈪午前９時から午後５時までに電
話か直接同館へ。１月17
日㈬までに抽選結果を通
知します
◆文書館歴史講座 藩社会における
執務規則～関宿藩の生活と仕事を事
例に～　江戸時代の藩士たちの生活
はどのような規則のもと成り立って
いたのか、現代社会に通じる藩社会
の実像に迫ります。市内在住か在勤・
在学の成人対象。定員40人。応募多
数の場合は抽選　時２月７日㈬午前
10時～正午　申１月１日㈷午前９時
から15日㈪午後９時までに下のコー
ドから電子申請または１月５日㈮～
15日㈪午前９時から午後５時までに
電話か直接同館へ。１月
17日㈬までに抽選結果を
通知します
◆薬の基礎知識を学ぶ～薬のあれこ

れ～　薬の正しい飲み方や飲み合わ
せなど。市内在住か在勤・在学の成
人対象。定員20人。応募多数の場合
は抽選　時２月７日㈬午後１時30分
～３時30分　申１月１日㈷午前９時
から15日㈪午後９時までに下のコー
ドから電子申請または１月５日㈮～
15日㈪午前９時から午後５時までに
電話か直接同館へ。１月
17日㈬までに抽選結果を
通知します

大和田図書館 482-3240
◆りゅうの本スタンプラ
リー　竜が出てくる本を

読んで５つのスタンプを集めると、
プレゼントがもらえます。小学生～
中学生対象　時１月５日㈮～30日㈫ 
申当日直接同館へ
八千代台図書館 482-0912　◆ブ
ックリサイクルウィーク　八千代台
図書館で不要になった本を差し上げ
ます　時１月５日㈮～14日㈰午前９
時～午後５時。９日㈫は、休館日の
ためお休み。最終日は午後４時まで
勝田台図書館 484-4946　◆えほ
んとわらべうたであそぼう！冬　講
師と一緒に親子で絵本とわらべうた
を楽しみましょう。０歳～１歳のお
子さんとその保護者対象。各回先着
４組　時１月25日㈭①０歳向けは午
前10時～10時30分、②１歳向けは午
前11時～11時30分　申１月５日㈮午
前９時から電話か直接同館へ
◆おはなし会と昔のあそび　おとぎ
ばなしの会による、絵本の読み聞か
せや手遊び、パネルシアターや折り
紙など。先着10人　時１月13日㈯午
前10時～11時　申当日直接同館へ
◆ブックリサイクルフェア・全10回
勝田台図書館で役目を終えた本を無
料で差し上げます。雑誌、付録はな
し。各回先着８人。　完全入替制　
時１月21日㈰午前10時～午後２時５
分　申１月７日㈰午前９時から電話
か直接同館へ
◆新春！ガチャ本おみくじ　ガチャ
をまわして出た番号の袋に入った本
を１冊貸出し。大人用50本、子ども

用50本。先着順で無くなり次第終了。
参加には利用券必須　時１月５日㈮
午前９時から　申当日直接同館へ
緑が丘図書館 489-4946　◆イン
ターネットを使った図書館の便利な
使い方講座　電子図書館の使い方や
インターネットからの予約・延長の
仕方など。市内在住か在勤・在学の人
対象。先着８人　時１月20日㈯午後２
時から　所緑が丘プラザ　申１月６
日㈯午前９時から電話か直接同館へ
◆本の福袋2024　おみくじを引い
てスタッフおすすめの本２冊入りの
福袋を貸出します。大人用20本、子ど
も用20本。先着順、なくなり次第終
了。利用券が必要です　時１月５日
㈮午前９時から　申当日直接同館へ

郷土博物館 484-9011
◆自然観察会～平戸・佐
山地区～　周辺を徒歩

で散策し、自然や地形の特徴、文化
財などを観察します。当日、ちばレ
インボーバス神崎線「平戸入口」バ
ス停集合、解散。小雨決行。先着20
人　時１月28日㈰午前９時40分～正
午　申１月５日㈮午前９時から電話
か直接同館へ
◆子ども体験教室「昔の道具体験」　
洗濯板、火のし、七輪などの道具を使
い、昔のくらしを体験します。先着
40人（同伴者含む）。小学３年生以下
は保護者同伴　時２月11日㈰午後１
時30分～３時　費50円　申１月５日
㈮午前９時から電話か直接同館へ
◆伝統装束体験　女性の十二単や女
官装束、男性の束帯や貴族装束など
の試着。抽選11組。１組最大４人まで。
１人１着のみ　時２月３日㈯午前９

　式典のほか、消防音楽隊による
演奏、八千代松陰高等学校による
書道パフォーマンス、消防団員に
よる一斉放水の演技を披露します 
時１月６日㈯午前10時～11時30分 
所市民体育館ほか
 （消防総務課 459-7802）

消防出初式

　「社会教育と学校教育の連携・
協働」の事例発表と「地域・家庭
円満会話術」の講演。手話通訳あ
り。先着50人　時２月９日㈮午後
１時20分～４時20分　所セントラ
ルスポーツ生涯学習プラザ　申１
月１日㈷午前９時か
ら右のコードから電
子申請（生涯学習振
興課 481-0309）

葛南地方生涯学習振興大会

１月１日～３日の休日当番医と受診案内
　急に具合が悪くなったときは、まずは下表の当番医に必ず来院前に
電話連絡をし、受診をお願いします。診療時間は、午前９時～午後５
時（昼休みあり）です。休日体制のため新型コロナウイルス感染症の
検査には基本的に対応できません。電話がつながらない場合は、当番
医が変更になっている場合がありますので、市ＨＰまたはテレホン案
内で最新の情報を確認してください。夜間急病の場合は６ページの「夜
間・休日急病診療」をご覧ください。 （健康福祉課 421-6731）

診療日 診療科目 当番医／住所 電話番号

1/1
㈷

外科系 セントマーガレット病院/上高野450 485-5111

内科系
セントマーガレット病院/上高野450 485-5111
緑が丘小児科/緑が丘西2-1-3 402-3640

その他 もとはし眼科/八千代台北6-1-11 485-0957

歯科
高橋歯科医院/大和田309 482-2301
たかみね歯科医院/高津850-152 459-5948

1/2
㈫

外科系 勝田台病院/勝田622-2 482-3020

内科系
勝田台病院/勝田622-2 482-3020
あべこどもクリニック/勝田台北1-8-7KEIYUビル
2階 487-0415

その他 勝田台病院（泌尿器科）/勝田622-2 482-3020

歯科
高峰歯科医院/ゆりのき台1-37 482-5905
江海歯科医院/八千代台北12-4-6 483-1735

1/3
㈬

外科系 田中クリニック/大和田新田1053-3 458-0076

内科系
さくらがわクリニック/村上南5-5-18 405-7722
細野こどもクリニック/大和田新田15高津団地1-21 480-3551

その他 あきもと泌尿器科クリニック/村上南1-5-25カセイ
ビル2階 405-5223

歯科
タハラデンタルクリニック/ゆりのき台5-1-4アルバ
八千代1F-4号 481-6480

大和田歯科/大和田910-5 484-2895

コロナに関する受診・相談

　発熱などの症状が出たときは、
かかりつけの医療機関か下のコー
ドにて「県内外来対応医療機関」
を検索し、受診前に電話で連絡を。
　どこで受診したらよいかわから
ない場合や、自宅療養中に症状が
重くなったとき等の困ったときの
相談は下記相談窓口へ。

● 千葉県新型コロナウイルス
感染症相談センター
（土日祝日含む24時間）
0570-200-139

● 八千代市健康づくり課
（平日８時30分～17時）
047-483-4646

相談窓口

● 県内外来
対応医療
機関

千葉県HP



［６ .１ .１］

【ヘリコプター離発着訓練及び落下傘降下訓練】４日㈭～７日㈰午前７時～午後６時。17日㈬、18日㈭午前７時～午後９時。25日㈭、26日
㈮午前７時～午後６時。最新の日程は、陸上自衛隊第１空挺団のホームページをご覧ください。習志野駐屯地広報班 466-2141
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１月の習志野
演習場訓練日程

　７年度から４年間のまちづくりを着実に
推進するための指針となる「第５次総合計
画後期基本計画」の策定に当たり、市民ワー
クショップを昨年11月に２回開催しました。
　参加者は、年齢などの属性ごとに５グル
ープに分かれ、重点的に議論をすべき課題
の整理や、その課題に対し、まちづくりの
方向性や優先的に取り組む事項を自治体と

　冬晴れの下、５年12月３日に開催され
たニューリバーロードレース in 八千代。
　大会当日は、市内外から2,838人のラ
ンナーが参加し、新川沿いの豊かな自然
の中を走り抜けました。
　この大会は、10マイルをはじめ、５㎞
や2.5㎞親子ファンランなど、自分の体力
に合わせた距離で走ることができるよう
さまざまな種目があります。次回はぜひ
参加してみてはいかがでしょうか。

　５年11月23日、千葉英和高校のチャペ
ルで教育スポーツアカデミー主催の朗読
劇と音楽の集いが開催されました。
　イベントの運営や司会を行うのは、市
内の高校に在学している高校生たち。「明
日の平和」をテーマに、聖歌隊によるコ
ーラスをはじめ、詩の朗読や朗読劇など
が披露されました。心温まる作品を演じ
る高校生や小・中学生から、平和への思
いを強く感じることができました。

市民それぞれ
の立場で議論
しました。
　最後に、各グループでの話し合いの結果
について発表を行い、参加者全体で意見を
共有しました。今回のワークショップでい
ただいたご意見やアイデアは、今後の計画
策定に活用させていただきます。

冬晴れの下、約2,800人が力走冬晴れの下、約2,800人が力走
 ニューリバーロードレース in 八千代を開催

　昨年11月、市長寿会連合会が「楽しくゴミ拾いの集い
with SHINKAWA」を開催。秋晴れの中、会員291人
が参加し、会員同士で楽しくコミュニケーションをとり
ながら、新川周辺を清掃しました。大和田機場から逆水
橋までを居住地区ごとに分かれて清掃を行い、約180kg
のごみを拾いました。
　今後もこうした地域貢献活動を通じて、高齢者の健康
維持やコミュニティーづくりができるよう、活動を継続
していきます。

ごみ拾いが会員同士のコミュニケーションの場にごみ拾いが会員同士のコミュニケーションの場に
「楽しくゴミ拾いの集いwith SHINKAWA」

●八千代わくわく市民スキーキャンプ（菅平高原
スキー場）　全日本スキー連盟指導員によるスキ
ー講習とバッジテスト。小学生以下は保護者同伴。
貸し切りバス。先着45人。２月９日㈮～12日㉁。
９日㈮午後７時市役所出発、12日㉁午後９時ごろ
帰着予定。参加費３万5,000円、小学生以下は２万
9,000円（昼食代・リフト代は別途必要）。宿泊先
はホテルニューダボス。申し込みは、１月31日㈬
までに電話で連絡してから、申込用紙に必要事項
を記入し、ファクスで八千代市スキー連盟・藤田
090-8813-40926483-5392

八千代市地域振興財団事業案内
市民会館 483-5111 www.ycp.or.jp/

　いろいろなパーカッションを体験しながら、リ
ズムセッションをしましょう。事前予約制。小学
生対象。先着30人。
【日時】２月18日㈰午前10時30分から　【場所】八千代
台文化センター　【料金】一人500円　【申し込み】１
月10日㈬午前９時から電話で市民会館 483-5111へ

　一般対象。全４回。抽選50人。クラスは①初心者、
②経験者です。
【日時】２月２日、９日、16日、23日いずれも金曜
日午前９時～正午　【場所】市民体育館第一武道
室　【料金】1,000円　【申し込み】１月19日㈮必着
で往復はがきに返信先を記入の上、「住所・氏名（フ
リガナ）・年齢・電話番号・希望クラス」を明記し、
市民体育館〒276-0043萱田1220へ郵送　【問い合わ
せ】市民体育館 485-7200

打楽器ワークショップ＆
マリンバミニコンサート

スポーツウェルネス吹き矢教室

市民ワークショップに延べ53人が参加市民ワークショップに延べ53人が参加
 第５次総合計画後期基本計画の策定に向けて

平和への思いを強く込めて平和への思いを強く込めて
 朗読劇と音楽の集いを開催
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。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

第
１
回
や
ち
け
あ
フ
ェ
ス
〜
人
生
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
〜

（
誤
）
６
年
１
月
８
日
㈷
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
）
６
年
１
月
８
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
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